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トピックス − 正副議長紹介・常任委員会等構成

議会運営委員会
委 員 長 川　村　成　二

副委員長 来　栖　丈　治

委　　員 鈴　木　良　道

委　　員 佐　藤　文　雄

委　　員 加　固　豊　治

委　　員 櫻　井　繁　行

議会運営の円滑化を図るため、議会の運営に関する次
の事項などについて協議するために設置される委員会
です。
①議会の運営に関する事項
②議会の会議規則、委員会条例等に関する事項
③議長の諮問に関する事項

常任委員会等の委員も新たに選任

就
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
、
令
和
３
年
２
月
４
日
開
催
の
第
１
回
臨

時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議

長
・
副
議
長
の
要
職
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
同
時
に
、
職
責

の
重
さ
を
痛
感
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

今
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
急

激
な
社
会
情
勢
の
変
化
や
、
地
方
分
権
に
よ
り
行
政

の
役
割
が
拡
大
す
る
中
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

社
会
保
障
費
の
増
大
や
老
朽
化
し
た
社
会
イ
ン
フ
ラ

対
策
な
ど
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議

員
が
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
諸
問
題
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
と
と
も
に
、
執
行
機
関
で
あ
り
ま
す
市
当
局

と
議
決
機
関
で
あ
り
ま
す
議
会
が
車
の
両
輪
と
し
て

一
体
と
な
り
、
市
の
持
続
的
で
充
実
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常
に
誠
意
を

尽
く
し
、
公
平
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に
努
め
、
市

民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
議
会
の
活
動
や
市
政
に
つ

き
ま
し
て
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

２
月
４
日
に
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
正
副
議
長
の
選
挙
、
各
常
任
委
員
会
委

員
等
の
選
任
が
行
わ
れ
、
新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

就

任

の

ご

挨

拶

新たな体制でスタート

田
た

　谷
や

　文
ふみ

　子
こ

岡
おか

　㟢
ざき

　　　勉
つとむ

副議長 議　長
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総務委員会
委 員 長 来　栖　丈　治

副委員長 宮　嶋　　　謙

委　　員 鈴　木　良　道

委　　員 田　谷　文　子

委　　員 久　松　公　生

【所管事項】
公共施設等マネジメント推進室
市長公室（秘書広報課・政策経営課・情報政策課）
総務部（総務課・危機管理課・検査管財課・税務課
　　　　納税課）
消防本部
会計課　　
監査委員事務局

常任委員会は本市における事務に関する調査および議案・請願などを審査します。
本市議会には、総務委員会、文教厚生委員会、産業建設委員会の３つの常任委員会を設置しています。

議会だより編集特別委員会
委 員 長 久　松　公　生

副委員長 小　倉　　　博

委　　員 田　谷　文　子

委　　員 櫻　井　繁　行

委　　員 櫻　井　健　一

市議会の活動を広く市民に
知らせるため、議会だより
の編集・作成を行う委員会
です。

産業建設委員会
委 員 長 加　固　豊　治

副委員長 佐　藤　文　雄

委　　員 矢　口　龍　人

委　　員 古　橋　智　樹

委　　員 櫻　井　健　一

【所管事項】
産業経済部（農林水産課・地域未来投資推進課・観光課）
都市建設部（都市整備課・道路課・上下水道課）
農業委員会事務局

文教厚生委員会
委 員 長 櫻　井　繁　行

副委員長 設　楽　健　夫

委　　員 中　根　光　男

委　　員 川　村　成　二

委　　員 小　倉　　　博

【所管事項】
市民部（市民協働課・環境保全課・国保年金課・市民課）
保健福祉部（社会福祉課・介護長寿課・子ども家庭課
　　　　　　健康づくり増進課 )
教育委員会（学校教育課・生涯学習課・スポーツ振興課）
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※賛成は○・反対は◆・不在は／で記載・除斥は除で記載
※岡﨑議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はないため－で記載
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龍
人

議決結果

３
かすみがうら市個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

４
かすみがうら市職員の育児休業等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

５
かすみがうら市会計年度任用職員の給与
及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ○ 原案可決

６
かすみがうら市産業活動の活性化及び雇
用機会の創出のための固定資産税の特例
措置に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

７ かすみがうら市印鑑条例の一部を改正す
る条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 原案可決

８
かすみがうら市立児童館の設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

９ かすみがうら市医療福祉費支給に関する
条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

10 かすみがうら市介護保険条例の一部を
改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

11      かすみがうら市漁港管理条例の一部を
改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

12 かすみがうら市火災予防条例の一部を
改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

13 かすみがうら市旧学校体育施設条例を
廃止する条例の制定について ○ ○ ○ ◆ ○ ◆ ○ ○ － ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ◆ 原案可決

14 令和２年度かすみがうら市一般会計補正
予算（第13号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

15 令和２年度かすみがうら市国民健康保険
特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

16 令和２年度かすみがうら市後期高齢者
医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

17 令和２年度かすみがうら市介護保険特別
会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令 和 ３ 年 第 1 回 定 例 会 提 出 議 案

令和３年第１回定例会議案等議決結果一覧

氏　名　　　

　　　件　名

　令和３年第１回定例会が、３月５日から３月24日までの20日間の会期で開催されました。
今定例会では一部の案件以外については、『令和３年第１回定例会議案審査特別委員会』を
設置のうえ付託し、慎重に審査を行いました。また、３月８日、９日、10日の３日間にお
いて一般質問（後頁P12～15）を行いました。
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議決結果

18 令和２年度かすみがうら市下水道事業会
計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

19
令和３年度かすみ
がうら市一般会計
予算

修正案
（議員発議第１号） ◆ ◆ ◆ ○ ◆ ○ ◆ ◆ － ◆ ◆ ◆ ○ ◆ ◆ ○ 否　　決

原案 ○ ○ ○ ◆ ○ ◆ ○ ○ － ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ◆ 原案可決

20 令和３年度かすみがうら市国民健康保険
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○ ○ － ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ○ 原案可決

21 令和３年度かすみがうら市後期高齢者
医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○ ○ － ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ○ 原案可決

22 令和３年度かすみがうら市介護保険特別
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

23 令和３年度かすみがうら市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

24 令和３年度かすみがうら市下水道事業
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

25
かすみがうら市職員の勤務時間、休暇等
に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

26 かすみがうら市職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

27 かすみがうら市国民健康保険条例の一部
を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

28 かすみがうら市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

29 かすみがうら市介護保険条例の一部を
改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

30
かすみがうら市指定居宅介護支援等の
事業の人員及び運営に関する基準等を
定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の
制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

31

かすみがうら市指定介護予防支援等の事
業の人員及び運営並びに指定介護予防支
援等に係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

32
かすみがうら市指定地域密着型サービ
スの事業の人員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

33

かすみがうら市指定地域密着型介護予
防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（前ページからのつづき）

　　　件　名

氏　名　　　
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（前ページからのつづき）

令 和 ３ 年 第 １ 回 定 例 会 提 出 議 案

氏　名　　　
　　　件　名

議
案
番
号

櫻
井　

健
一

小
倉　
　

博

久
松　

公
生

宮
嶋　
　

謙

櫻
井　

繁
行

設
楽　

健
夫

来
栖　

丈
治

川
村　

成
二

岡
﨑　
　

勉

田
谷　

文
子

古
橋　

智
樹

加
固　

豊
治

佐
藤　

文
雄

中
根　

光
男

鈴
木　

良
道

矢
口　

龍
人

議決結果

２
専決処分事項の承認を求めることにつ
いて〈令和２年度かすみがうら市一般
会計補正予算（第12号）〉

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

【承　認】

議案第 19号
令和３年度かすみがうら市一般会計予算（原案）

賛　成 反　対
・新型コロナウイルス感染症対策とポストコロナの

経済対策を講じているため賛成。
・市内それぞれの地域課題に対応している予算措置

であると考えるため賛成。
・産業振興策や教育施策が充実し、都市計画では有利

な財源を活用した事業の展開をしており、かすみが
うら市の明るい未来を感じることができる予算案
であると考えるため賛成。

・現有施設の環境クリーンセンターを活用すれば、新
たな広域ごみ処理施設は不要と考えるため反対。

・スマートインターチェンジは必要ないと考えるた
め反対。

・水面下で進められてきた複合交流拠点施設整備の
建設予算が令和３年度かすみがうら市一般会計予
算から切り離されることを求めるため反対。

本会議で行われた主な討論

議案第 20号
令和３年度かすみがうら市国民健康保険特別会計予算

賛　成 反　対
・保健事業の充実が見られること、また、特定財源の

確保等の実績が反映され、一般財源の法定外繰入金
に頼らない予算編成がされており、健全かつ公平性
が認められるため賛成。

・均等割で子どもからも保険税を取っている国保税
は子育て支援の観点からも軽減することが必要だ
と考えるため反対。

１ 人権擁護委員の候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適　　任
【諮　問】

【委員会発議】

【請　願】

１
「最低賃金の大幅引き上げと中小企業
支援策の拡充を求める意見書」採択の
請願書

◆ ◆ ◆ ○ ◆ ○ ◆ ◆ － ◆ ○ ◆ ○ ◆ ◆ ◆ 不  採  択

２
日本政府に、核兵器禁止条約に署名・
批准することを要望する意見書採択を
求める請願

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

１ 核兵器禁止条約の署名・批准を求める
意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

３ 茨城県後期高齢者医療広域連合議会
議員の一般選挙 当選　（田谷　文子）

【選挙案件】
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市長の施政方針に対する質疑
「歩崎地域観光振興アクションプラン」に基づく今後の事業の概略について伺う。

施設等の環境整備につきましては、宿泊施設の整備としまして、古民家江口
屋の裏庭整備や農村環境改善センターの利活用基本調査を予定しておりま
す。また、体験型観光の推進につきましては、指定管理者による自主事業や
歩崎桟橋を活用した湖上レジャー関連事業、アウトドアレジャー等を組み合
わせましたサイクリング事業を予定しております。

千代田ＰＡスマートインターチェンジの新規事業化採択の必要性について伺う。
スマートインターチェンジにつきましては、本市の産業基盤づくりのため、また、コロナ禍収束
後の経済活動の回復を図るための物流・観光などの地域経済を支える意味でも極めて重要なイン
フラ整備であると考えておりますので、まずは国の準備段階調査の採択を目指して、その次のス
テップとなります新規事業化の採択を受けるまで、関係機関との協議を重ねながら、計画実現に
向けまして取り組んでまいります。

コロナ禍における、企業誘致基盤等の策について伺う。

企業誘致基盤等の策につきましては、市外からの新たな企業立地や増設ニーズに対応するため、
ワンストップ窓口にコンシェルジュを配置し、企業立地等の相談できる体制づくりを整備してい
ることや、固定資産税の免除や設備投資・敷地整備等助成金などの企業立地優遇制度の活用によ
りまして、積極的に企業誘致に取り組んでまいります。

農林水産業従事者への具体的な支援及び担い手の減少対策ついて伺う。
農業分野、特に稲作農家への支援につきましては、飼料用米を中心とした国
の経営所得安定対策等をはじめ、野菜などの高収益作物への転換推進、また
市単独事業の水田利活用推進事業助成金を活用していただくなど、農業所得
の向上と経営の安定化に資する取り組みを実施してまいります。また、意欲
ある農業者につきましては、地域の中心的な担い手として認定する認定農業
者への推進、さらには新規就農者の育成・確保に力を入れてまいります。

令和３年第１回臨時会議案等議決結果一覧
※賛成は○・反対は◆・不在は／で記載・除斥は除で記載
※加固議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はないため－で記載

議
案
番
号

櫻
井　

健
一

小
倉　
　

博

久
松　

公
生

宮
嶋　
　

謙

櫻
井　

繁
行

設
楽　

健
夫

来
栖　

丈
治

川
村　

成
二

岡
﨑　
　

勉

田
谷　

文
子

古
橋　

智
樹

加
固　

豊
治

佐
藤　

文
雄

中
根　

光
男

鈴
木　

良
道

矢
口　

龍
人

議決結果

1 令和２年度かすみがうら市一般会計補正
予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

2 GIGAスクール対応ソフトウェアの取得に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

氏　名　　　

　　　件　名

【承　認】

１
専決処分事項の承認を求めることにつ
いて〈令和２年度かすみがうら市一般
会計補正予算（第10号）〉

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 承　　認

　令和３年第１回臨時会が、２月４日に開催されました。

臨時会・施政方針に対する質疑
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令和３年第１回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（３月12日、15日、16日及び17日開催）

議案審査特別委員会は議長を除く15名の委員で構成。

請願第２号
日本政府に、核兵器禁止条約に署名・批准することを要望する意見
書採択を求める請願について

承認第２号
専決処分事項の承認を求めることについて＜令和２年度かすみが
うら市一般会計補正予算（第12号）＞

【議案の概要】
令和２年度かすみがうら市一般会計補正予算（第12号）について、地方自治法（昭和
22年法律第67号）第179条第１項の規定により専決処分したので、同条第３項規定
によりこれを議会に報告し、承認を求めるものです。

核兵器禁止条約に至る経過の中で、この核拡散防止条約に対しては、どのような
評価をしてきたのか、教えていただきたい。

医療機関のワクチン接種の委託についての標準的な単価は。

核兵器禁止条約ができるまでは、この核不拡散
条約、いわゆるＮＰＴ条約というものをてこに、
世界の平和を希求してきたのだと思います。た
だ、実際にこの条約ができて既に50年以上たつ
わけですけれども、それがほとんど進まなかっ
た、核保有国の核軍縮が進んでこなかったこと
に特に軍事同盟に加わっていない国々が業を煮
やして、もっとほかのアプローチをしないと世
界の平和が保てない、核廃絶に本当に行き着か
ないんではないかという発想から、この核兵器
禁止条約が生まれてきたという歴史的な経過だ
と私たちは認識しています。（請願者）

医療機関で行います個別接種でございます
が、国が示した単価は税込みで１回当たり
2,277円になりまして、今回３万6700回分、
一人２回打ちますので、１万8350人の２倍
ということで予算を計上してございます。
なお、個別接種・集団接種における医療機
関等にお支払いする委託料につきましては
１億2723万7000円を計上してございます。

議案審査特別委員会議案質疑
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議案第19号
　令和３年度かすみがうら市一般会計予算
【議案の概要】
コロナ禍の影響のある中ではありますが、ポストコロナにおける感染拡大防止策と経
済対策に重点を置き、昨年度比0.3％増の193億６千万円を計上いたしております。

整備を予定している防災倉庫の規模は。

移住定住・結婚支援事業政策の財源について。

千代田神立ラインの利用状況は。

スマートインターチェンジ事業に総額でどれぐらいお金をかけるつもりでいるのか。

今回予定しております防災倉庫につきましては、Ｊ
Ｒコンテナ、これを流用したものでありまして、間口
が約3.7メートル、奥行きが約2.4メートル、高さが2.5
メートルほどのコンテナ式の防災倉庫を予定してお
ります。

移住定住・結婚支援事業につきましては、令和２年度は608万6000円の計上であり
ますが、移住者向けの支援としまして移住促進住宅取得支援補助金2779万円を新
設することで、3423万1000円としており、462.5％、2814万5000円の増としており
ます。移住促進住宅取得支援金につきましては、内閣府の新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交付金というお金を使わせていただくことになっておりま
す。

令和元年10月から運行が始まりまして半年間で3,871
名の利用者がございました。令和２年度につきまし
ては、令和元年度の数値を多少増加しているように
報告がございます。今後はルートを変更することも
視野に入れ、乗車人数を増やしていきたいと考えて
おります。

パーキングエリアを利用してスマー
トインターチェンジをつくるという
ことに関して、国が採択をする、そ
の準備段階調整に入るときの目安と
しては20億円程度という数字がござ
います。
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委　員　会　活　動

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

総

務

委

員

会

令
和
３
年
２
月
８
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
３
年
２
月
24
日
開
催
の
調
査
内
容

●
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
第
１
期
実

行
計
画
の
策
定
に
係
る
中
間
報
告
に
つ
い
て

●
複
合
交
流
拠
点
施
設
等
整
備
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

●
請
願
第
１
号
「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
採
択
の
請
願
書
に
つ
い
て

●
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
申
し
出
に
つ

い
て

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

産
業
建
設
委
員
会

●
令
和
２
年
度
道
路
課
所
管
の
繰
越
明
許
事
業
に
つ

い
て

●
歩
崎
公
園
園
地
整
備
に
つ
い
て

▲歩崎公園の様子（坂地内）

令
和
３
年
３
月
11
日
開
催
の
調
査
内
容



○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

11 KASUMIGAURA

令
和
３
年
２
月
9
日
開
催
の
調
査
内
容

●
（
仮
称
）
千
代
田
中
学
校
区
義
務
教
育
学
校
開

校
準
備
委
員
会
の
協
議
経
過
に
つ
い
て

●
（
仮
称
）
千
代
田
中
学
校
区
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
施
設
整
備
工
事
に
つ
い
て

●
燃
や
す
ご
み
専
用
指
定
袋
の
導
入
に
つ
い
て

●
医
療
福
祉
費
制
度
に
お
け
る
小
児
対
象
者
の
拡

大
に
つ
い
て

●
下
稲
吉
中
学
校
屋
内
運
動
場
整
備
等
に
つ

い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て

●[

新
治
地
内
排
水
流
末
改
修
工
事]

に
関

連
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
業
者
に
つ
い
て

●
産
業
建
設
委
員
会
連
合
審
査
会
開
会
申
し

入
れ
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

令
和
３
年
４
月
13
日
開
催
の
調
査
内
容

本会議開催日にはスマートフォンや
パソコン等で会議の生中継を見るこ
とができます。

▲市議会ホームページ「議会中継」
　（右はQRコード）

前
議
長
に
感
謝
状

前
議
長
に
感
謝
状

　

茨
城
県
南
市
議
会
議
長
会
よ
り
地
方

自
治
の
伸
展
に
努
力
し
、
市
民
福
祉
の

向
上
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○
前
議
長

加
　
固
　
豊
　
治
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一  般  質  問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
存
続
に
つ
い
て

地
域
農
業
と
経
済
の
活
性
化
の
た
め
の
地
産
地
消
促
進
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

２３ １ 宮嶋　謙 議員

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
は
高
速
道
路
の
利
便
性
の
向

上
、
周
辺
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
観
光
誘
客
、
地
域
産
業
の
活
性
化
、

経
済
効
果
等
、
本
市
発
展
の
た
め
の
可
能
性
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
の
産

業
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
の
経
済
活
動
の
回
復
を

図
る
た
め
の
物
流
・
観
光
な
ど
の
地
域
経
済
を
支
え
る
意
味
で
も
極
め
て
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
計
画
を
実
現

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
12
月
25
日
に
制
定
、誕
生
し
た
、か
す
み
が
う
ら
市
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
か
す
み
が
う
に
ゃ
」
は
認
知
度
も
上
が
り
、
市
民
に
愛
さ
れ
る

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
こ
の
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

都
市
産
業
部
長　
「
か
す
み
が
う
に
ゃ
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
や
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
も
購

入
を
希
望
す
る
お
問
合
せ
を
頂
く
な
ど
、
好
評
を
頂
い
て
お
り
、
商
品
化
を

検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
生
活
様
式
に
お
い
て
の
効
果
的
な

Ｐ
Ｒ
活
動
の
手
法
と
し
て
、
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
を
作
成
し
、
動
画
配
信
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

　
か
す
み
が
う
ら
市
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
令
和
元
年
３
月
末

で
廃
止
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、
こ
の
方
針
に
対
し
て
市
民
か
ら
存
続
を
求
め

る
運
動
が
起
こ
り
、
廃
止
時
期
が
１
年
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
４
月

か
ら
の
運
行
が
ど
う
な
る
か
伺
い
ま
す
。　

　

市
長　
来
年
度
以
降
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
４
月
以
降
も
運
行
す
る
こ
と
と
し
て
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
を

確
保
す
る
た
め
、
収
支
率
20
％
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。
目
標
達
成
に
向

け
、
運
行
経
費
の
圧
縮
に
努
め
る
と
と
も
に
、
料
金
改
定
を
行
う
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
現
状
の
試
算
で
は
１
乗
車
当
た
り
６
５
０
円
と
な
り
ま
す

が
、
利
用
者
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
さ
ら
な
る
利
用
者
の
増
加
に
取
り
組

む
こ
と
で
６
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
料
金
改
定
の
時
期
は
７
月
予
定
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
か
す
み
が
う
ら
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
方
法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
見
通
し
に
な
っ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
保
健
福
祉
部
長　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
見
通
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ

不
確
定
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
と
す
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
開
始
時
期
は
５
月
上
旬
頃
に
な
り
、
接
種
状
況
や
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
や
そ
の
他
の
方
に
対

し
て
の
接
種
を
順
次
進
め
て
い
く
予
定
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
接
種

は
完
全
予
約
制
と
し
、
予
約
専
用
サ
イ
ト
や
電
話
で
の
予
約
受
付
に
な
り
ま

す
。
接
種
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
別
接
種
と

集
団
接
種
の
併
用
に
な
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲デマンド型乗合タクシー

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
伺
う

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
４
月
以
降

の
運
営
に
つ
い
て
伺
う

本
市
の
産
業
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
整
備

を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

４
月
以
降
も
継
続
し
て
運
行
し
、
７
月
か

ら
運
賃
改
定
を
行
い
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

本
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

本
市
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
の
実
現
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

２３ 久松　公生 議員１
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『
中
心
市
街
地
に
複
合
交
流
拠
点
（
行
政
・
図
書
館
）
整
備
』

の
市
長
公
約
と
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
及
び
公
共

施
設
長
寿
命
化
計
画
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

新
治
地
内
排
水
流
末
改
修
工
事
の
遅
れ
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

１２

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、質疑応答を通常90分の
持ち時間で行う一般質問は、45分に短縮して行いました。

矢口　龍人 議員

　
私
立
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
に
お
け
る
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
助
成

金
に
関
す
る
請
願
が
、
昨
年
３
月
請
願
が
あ
り
趣
旨
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
後

の
協
議
経
過
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
保
育
園
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い
、
感
染
症
予
防
に
取
り
組
む
一

助
並
び
に
保
育
士
の
就
労
促
進
と
離
職
防
止
を
図
る
た
め
、
保
育
施
設
に
補

助
す
る
経
費
を
新
年
度
予
算
案
に
計
上
し
ま
し
た
。
支
援
の
詳
細
は
、
常
勤

の
保
育
士
や
保
育
教
諭
、
一
人
に
つ
き
ま
し
て
、
月
額
１
万
５
千
円
の
補
助

金
を
交
付
す
る
こ
と
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
福
祉
施
設
の
感
染
防
止
で
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
抑
制
す
る
た

め
重
要
と
な
る
、
従
業
者
や
施
設
利
用
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　
県
に
お
い
て
、
入
所
系
福
祉
施
設
の
従
業
者
を
対
象

に
抗
原
定
量
検
査
を
実
施
し
、
市
内
21
施
設
の
う
ち
、
実
施
済
み
は
11
施
設

で
、
そ
の
他
の
施
設
も
申
し
込
み
済
み
で
す
。
施
設
従
業
者
の
検
査
は
、
総

数
８
１
２
人
に
対
し
抗
体
検
査
実
績
は
５
６
２
人
で
実
施
率
69
％
で
す
。
ま

た
、
本
市
で
は
希
望
に
よ
る
高
齢
者
等
対
象
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
助
成
事
業
を
実

施
、
３
月
１
日
現
在
26
人
の
方
が
実
施
し
て
お
り
、
全
て
の
検
査
で
陰
性
の

結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

ＱＱ ＡＡ

来栖　丈治 議員

　
複
合
交
流
拠
点
を
計
画
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、
施
設
を
利
用
す
る

住
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
で
、
神
立
周
辺
地
区
５
万
人
を

対
象
と
し
た
施
設
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
防
災
公
園
、

図
書
館
、
市
民
ホ
ー
ル
な
ど
の
本
施
設
は
、
隣
接
す
る
土
浦
市
の
市
民
が
使

用
す
る
こ
と
が
大
い
に
想
定
さ
れ
る
た
め
、
土
浦
市
と
の
共
同
事
業
で
整
備

す
る
べ
き
で
、
財
政
負
担
に
つ
い
て
も
お
願
い
す
る
の
が
当
然
で
は
な
い
か

と
伺
い
ま
す
。

　

市
長　
今
回
の
施
設
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
浦
市
と
隣
接
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
様
々
な
意
味
で
協
力
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
活
用
し
て
い
き
た

い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
11
月
27
日
に
入
札
の
新
治
地
内
排
水
流
末
改
修
工
事
が
遅

れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
建
設
部
長　
ま
ず
１
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
の
対
象
と
な
る
排

水
路
が
狭
隘
で
あ
る
た
め
、
隣
接
者
に
工
事
協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
工
事

の
設
計
変
更
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
発
注
後
に
も
工
事
の
設
計
変
更
や

補
償
物
件
の
鑑
定
委
託
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
。
２
点
目
と
し
ま
し
て
は
、

本
工
事
に
必
要
な
資
材
の
納
入
が
１
カ
月
程
度
遅
れ
た
こ
と
。加
え
ま
し
て
、

用
地
協
力
者
や
施
工
業
者
へ
の
監
督
員
の
説
明
不
足
等
、
以
上
３
点
の
要
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
広
義
的
に
多
様
な
要
因
を
視
野
に
入
れ
、
設
計

に
反
映
で
き
る
よ
う
善
処
し
て
い
き
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

市
内
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
に
お
け
る
保
育
士
等
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て
の
請
願
、
そ
の
後
に
つ
い
て
伺
う

複
合
交
流
拠
点
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う

令
和
３
年
度
予
算
で
常
勤
の
保
育
士
等
１
人
、

月
額
１
万
５
千
円
の
補
助
を
計
画
し
て
い
ま
す

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
に

沿
っ
て
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
福
祉

施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー
抑
制
策
と
、
市
職
員
が
感
染
し
た
場
合
の

行
政
事
務
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
内
私
立
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
に
お
け
る

保
育
士
等
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

１３ ２
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一  般  質  問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
抑
止
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
）
に
も
と
づ

く
教
育
・
児
童
福
祉
行
政
に
つ
い
て

政
治
倫
理
条
例
と
職
員
採
用
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
及
び
職
務
給

評
価
制
度
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

１２３ 設楽　健夫 議員

　
生
活
困
窮
者
の
相
談
状
況
と
対
応
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
周
知
徹

底
及
び
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
保
健
福
祉
部
長　
令
和
３
年
１
月
末
ま
で
で
、
新
規
相
談
受
付
件
数
は

１
６
６
件
ご
ざ
い
ま
し
て
、
終
結
と
な
っ
た
件
数
が
48
件
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、各
庁
舎
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
で
の
チ
ラ
シ
の
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
誌
等
で
周
知
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
必
須
事
業
で
あ
る
自
立
相
談
支
援
事
業
及

び
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
に
加
え
ま
し
て
、
任
意
事
業
で
あ
る
就
労
準
備

支
援
事
業
、
一
時
生
活
支
援
事
業
、
家
計
改
善
支
援
事
業
、
子
ど
も
の
学
習
・

生
活
支
援
事
業
の
全
て
を
完
全
実
施
し
て
お
り
、
今
後
と
も
自
立
相
談
支
援

機
関
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
密
に
図
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
各

種
事
業
を
充
実
さ
せ
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
生
活
保
護
へ
と
陥
ら
な
く
て

済
む
よ
う
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施

し
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
の
実
態
と
育
成
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

都
市
産
業
部
長　
例
年
２
名
か
ら
３
名
程
度
の
認
定
者
数
で
あ
り
ま
し

た
が
、
令
和
元
年
度
に
は
12
名
の
方
が
新
規
に
就
農
さ
れ
る
な
ど
、
就
農
を

希
望
す
る
青
少
年
等
に
つ
き
ま
し
て
は
増
加
傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

県
や
関
係
機
関
及
び
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
強
化
を
図
り
、営
農
指
導
を
は
じ
め
、

経
営
改
善
へ
の
助
言
、
規
模
の
拡
大
等
に
向
け
た
支
援
な
ど
総
合
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

中根　光男 議員

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
抑
止
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
県
発

表
の
８
項
目
施
策
の
当
市
の
実
施
・
対
策
・
補
強
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　
福
祉
施
設
従
事
者
へ
の
検
査
、
県
に
お
い
て
入
所
系

福
祉
施
設
の
従
事
者
を
対
象
に
抗
原
定
量
検
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
大

部
分
の
従
事
者
が
検
査
を
受
け
、
全
て
陰
性
と
判
定
。
国
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
基
本
的
な
マ
ス
ク
や
手
洗
い
、
消
毒
等
感
染
防
止
対
策
、

利
用
者
や
職
員
の
体
調
管
理
と
記
録
の
徹
底
、
感
染
経
路
の
遮
断
、
来
所
者

の
立
入
り
制
限
等
、
各
施
設
に
お
い
て
適
切
な
対
処
を
市
と
し
て
確
認
し
て

お
り
ま
す
。

自
宅
療
養
者
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
は
、土
浦
保
健
所
に
お
い
て
毎
日
一
、

二
回
の
電
話
連
絡
、
健
康
状
態
を
含
む
安
否
確
認
を
行
い
、
保
存
可
能
な
食

料
品
を
梱
包
し
、
１
回
の
配
送
当
た
り
５
日
間
程
度
の
内
容
と
す
る
支
援
を

実
施
。
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
対
応
と
し
ま
し
て
は
、
土
浦
保
健
所
か
ら
親
族

の
方
に
依
頼
を
す
る
場
合
や
、
児
童
養
護
施
設
で
の
一
時
預
か
り
な
ど
に
よ

り
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
給
食
費
の
公
会
計
４
月
開
始
と
夏
期
給
食
実
施
体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
教
育
部
長　
公
会
計
に
よ
り
給
食
費
の
振
込
先
が
学
校
指
定
の
一
つ
金

融
機
関
か
ら
市
指
定
11
の
金
融
機
関
に
増
え
、
振
替
手
数
料
も
市
の
負
担
に

な
り
ま
す
。
夏
期
学
校
給
食
の
体
制
整
備
で
は
、
小
中
学
校
６
校
分
の
配
膳

室
へ
空
調
設
備
を
設
置
、
温
度
管
理
を
実
施
し
ま
す
。
調
理
員
一
人
一
人
に

冷
房
チ
ョ
ッ
キ
の
着
用
や
体
調
管
理
に
努
め
、
夏
期
給
食
を
実
施
し
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

生
活
困
窮
者
の
支
援
・
対
応
状
況
に
つ
い

て
伺
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
抑
止
、
ク
ラ

ス
タ
ー
対
策
に
つ
い
て
伺
う

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
よ
り
一
層

各
種
支
援
事
業
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す

各
施
設
に
お
い
て
適
切
な
対
処
を
確
認
し

て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

生
活
困
窮
者
の
相
談
状
況
と
対
応
に
つ
い
て

公
立
小
学
校
で
１
ク
ラ
ス
40
人
学
級
か
ら
段
階
的
に
35
人
学
級

に
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
の
実
態
と
育
成
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

１２３
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雪
入
山
・
浅
間
山
周
辺
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
維
持
管
理
と

環
境
保
護
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
誌
等
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

１２

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、質疑応答を通常90分の
持ち時間で行う一般質問は、45分に短縮して行いました。

川村　成二 議員

　
過
去
６
年
間
の
入
札
結
果
の
落
札
率
分
布
図
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
落

札
率
が
最
低
制
限
価
格
に
近
い
と
こ
ろ
に
集
中
し
て
い
ま
す
。「
応
札
し
た

業
者
が
最
低
制
限
価
格
以
下
で
あ
れ
ば
無
効
と
な
る
」
方
式
は
応
札
業
者
の

努
力
を
踏
み
に
じ
る
も
の
だ
。
最
低
制
限
価
格
制
度
や
め
低
入
札
価
格
調
査

制
度
に
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
総
務
部
長　
低
入
札
価
格
調
査
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
の
品

質
の
確
保
と
い
っ
た
点
で
は
十
分
に
注
意
す
べ
き
点
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

様
々
な
角
度
か
ら
調
査
を
行
い
、
よ
り
良
い
方
法
を
考
え
て
方
針
を
定
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
茨
城
県
で
は
、
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
等
の
福
祉
施
設
に
お
い
て
ク

ラ
ス
タ
ー
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
、

保
育
所
、
学
校
を
含
む
大
き
な
施
設
の
職
員
と
出
入
業
者
に
対
す
る
定
期
的

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　
ま
ず
高
齢
者
施
設
の
職
員
に
対
し
て
は
県
の
事
業
と

し
て
行
っ
て
お
り
、
ほ
か
の
施
設
に
つ
き
ま
し
て
も
、
必
要
性
や
費
用
対
効

果
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
に
お
い
て
立
案
し
、
実
施
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄 議員

　
雪
入
山
・
浅
間
山
周
辺
は
、
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ
ト

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
環
境
保
護
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
昨
年
12

月
の
定
例
会
に
お
い
て
、国
有
林
を
通
る
コ
ー
ス
の
借
用
手
続
き
の
対
応
と
、

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
キ
ン
ラ
ン
の
保
護
へ
の
取
り
組
み
を
求
め

ま
し
た
。
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

都
市
産
業
部
長　
国
有
林
を
通
る
コ
ー
ス
の
借
用
手
続
き
の
そ
の
後
の

対
応
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
指
定
管
理
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
意
見
交

換
を
実
施
し
て
現
状
把
握
に
努
め
る
な
ど
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め

る
中
で
、
新
た
な
課
題
や
多
種
多
様
な
提
案
等
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
少
し
時
間
を
か
け
て
、
丁
寧
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。三
ツ
石
森
林
公
園
内
の
キ
ン
ラ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
も
継
続
し
て
、
指
定
管
理
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
連
携
し
て
保

全
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
誌
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
こ
と
は
、

本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
今
回

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
長
公
室
長　
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
情
報
が
検
索
し
や
す
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、ま
た
、読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い
広
報
誌
を
目
標
に
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
大
き
な
変
更
点
と
し
ま
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
展
開
せ
ず
、
同
一
画
面
で
情
報
の
一
覧
を
確
認
で
き

る
デ
ザ
イ
ン
に
変
更
し
た
点
、
広
報
誌
は
情
報
量
を
増
や
す
と
共
に
市
民
の

要
望
を
取
り
入
れ
た
紙
面
構
成
と
し
た
点
で
ご
ざ

い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

最
低
制
限
価
格
制
度
を
や
め
、
低
入
札
価
格

調
査
制
度
に
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う

雪
入
山
・
浅
間
山
周
辺
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

維
持
管
理
と
環
境
保
護
に
つ
い
て
伺
う（
２
回
目
）

様
々
な
角
度
か
ら
調
査
を
行
い
、
よ
り
良
い

方
法
を
考
え
て
方
針
を
定
め
て
い
き
た
い

関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
対
応
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

１２



か
す
み
が
う
ら
市
議
会
正
副
議
長
、
常
任
委
員
会

等
が
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
議
会
の

活
動
を
よ
り
多
く
の
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
・
作
成
を
行
な
っ
て
参
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
当
市
と
し
て
も
効
果
が
期
待
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
安
心
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
今
一
度
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、
3
密
の
回

避
な
ど
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長　
久
松　
公
生

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
１
日
（
火
）
か
ら
６
月
16
日
（
水
）
ま
で
の
16
日

間
で
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（2月1日〜4月20日まで）

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

令和３年第１回臨
時会・第１回定例
会では、延べ42名
の方が本会議を傍
聴されました。
（新型コロナウイルス
感染症拡大防止のた
め、傍聴席を制限さ
せていただくことが
ございます。）

●
２
月
●

　

１
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
議
会
定
例
会

　

４
日　

令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会

　
　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

８
日　

総
務
委
員
会

　

９
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

15
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

　

16
日　

土
浦
・
か
す
み
が
う
ら
土
地
区
画
整
理

　
　
　
　

一
部
事
務
組
合
定
例
会

　

17
日　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会
定
例
会

　

19
日　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　

24
日　

産
業
建
設
委
員
会

　

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
３
月
●

　

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

５
日
～
24
日

　
　
　
　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

　

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

11
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　

12
日
～
17
日

　
　
　
　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査
特
別
委
員
会

　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
４
月
●

　

13
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

20
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

豆辞典 請願の採択・不採択請願の採択・不採択とはとは？？
　請
願
の
採
択
・
不
採
択
と
は
、
国
民
が
国
や
地
方

公
共
団
体
に
対
し
一
定
の
希
望
を
述
べ
る
請
願
に
対

し
て
、
議
会
が
内
容
を
審
議
し
て
決
定
し
た
賛
否
の

意
思
決
定
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　請
願
の
内
容
に
つ
い
て
、
願
意
が
妥
当
で
あ
り
、

法
令
上
、
行
財
政
上
実
現
性
も
あ
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
議
会
と
し
て
こ
れ
に
賛
同
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
場
合
の
議
会
の
意
思
決
定
は
、
請
願
を
採
択
す

る
方
法
に
よ
り
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

請
願
の
内
容
が
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
無

関
係
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
当
該
議
会
の
権
限
外
の

も
の
で
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
は
、
願
意
に
賛
成
で
き

な
い
、
実
現
可
能
性
が
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
場
合

に
は
、
そ
の
請
願
は
取
り
上
げ
よ
う
が
な
く
、
そ
う

し
た
場
合
の
議
会
の
意
思
決
定
は
、
請
題
を
不
採
択

に
す
る
方
法
に
よ
り
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　議
会
と
し
て
は
、
本
会
議
で
採
択
し
た
請
願
で
、

長
そ
の
他
の
執
行
機
関
で
措
置
す
る
こ
と
が
適
当
と

認
め
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
内
容
に
か
か
る
事

項
を
送
付
し
、 

そ
の
処
理
の
経
過
と
結
果
の
報
告
を

請
求
で
き
ま
す
。
　（参
考
　地
方
議
会
運
営
辞
典
）


